
Ⅳ．連結中期経営計画重点施策Ⅳ．連結中期経営計画重点施策



　　１．グループ競争力の強化　　１．グループ競争力の強化

　　２．グループ総合力の発揮　　２．グループ総合力の発揮

　　３．グループ経営体制の整備　　３．グループ経営体制の整備



１．グループ競争力の強化１．グループ競争力の強化

　　　　　①鉄道競争力の維持

　　　　　②生活関連事業の育成　　

　　　　　③グループ事業別管理
　　　
　　　　　④優良賃貸資産の取得の検討

　　　　　⑤さらなる財務体質の強化

　　　　　①鉄道競争力の維持

　　　　　②生活関連事業の育成　　

　　　　　③グループ事業別管理
　　　
　　　　　④優良賃貸資産の取得の検討

　　　　　⑤さらなる財務体質の強化



①鉄道競争力の維持①鉄道競争力の維持

＜鉄道輸送人員と旅客運輸収入の推移＞　５期連続の対前年増
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①鉄道競争力の維持＜続き＞①鉄道競争力の維持＜続き＞

　　◎ 大規模改良工事の推進

○調布駅付近連続立体化

○ 久我山、高幡不動駅改良

　　◎ サービス向上

○バリアフリー化を標準仕様と捉える

　　◎ 保安度向上

○ホーム安全対策

安全運行

安定運行

安心運行

「信頼のトップブランド」「信頼のトップブランド」



①鉄道競争力の維持＜続き＞①鉄道競争力の維持＜続き＞

※乗り換え時間を含まない日中最短時分

運賃運賃

３５０円

４６０円

会社名会社名

京　王

ＪＲ東日本

３４分

３７分

所要時分所要時分

＜新宿～八王子＞

運賃運賃

３３０円

３８０円

会社名会社名

京　王

小田急

２６分

３４分

所要時分所要時分

運賃運賃

１９０円

２１０円

会社名会社名

京　王

ＪＲ東日本

１６分

１９分

所要時分所要時分

＜新宿～多摩センター＞

＜渋谷～吉祥寺＞



②生活関連事業の育成②生活関連事業の育成

◎カレーショップ“Ｃ＆Ｃ”

◎ベーカリーショップ“ルパ”

◎京王ストア（「キッチンコート」を含む）

○ 近隣型ＳＣ等３ヵ年で４店舗を展開

キッチンコート（神楽坂店）

○ 本年５月　神楽坂に２号店オープン

◎啓文堂書店



＜京王プレッソイン＞

　　◎ チェーン展開の状況

　　◎ 1号店（東銀座）の客室稼働率が好調
開業以来の稼働率が９０％を超える

2002年2月

　　　　　東銀座オープン

2003年６月

　　　　　２号店神田オープン

2004年春（予定）

　　　　　３号店池袋東口オープン

・都区内への進出加速

⇒ 2005年度末までに10店舗 プレッソイン神田

②生活関連事業の育成＜続き＞②生活関連事業の育成＜続き＞



③グループ事業別管理③グループ事業別管理

＜従　来＞

資産効率
の重視

流通業 ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ業

＜変更後＞
不動産業

京王百貨店ビル 新宿追分ビル 京王プラザホテル

京王百貨店ビル 京王プラザホテル



③グループ事業別管理＜続き＞③グループ事業別管理＜続き＞

受取賃料（ｸﾞﾙｰﾌﾟ内）　１００
　　諸経費（外部） 　 　 ７０

　　　営業利益　 　 　　 　 ３０

[不動産業]

資産資産 １,０００

３．０％ＲＯＡＲＯＡ

売上（外部） 　　　　１１０

　支払賃料（ｸﾞﾙｰﾌﾟ内） １００
　　　営業利益　 　 　　 　 １０

[ﾚｼﾞｬｰ・ｻｰﾋﾞｽ業]

資産資産 　２５０

４．０％ＲＯＡＲＯＡ

（２００２年度から変更）

セグメント情報の適正化

資産効率の重視

[ﾚｼﾞｬｰ・ｻｰﾋﾞｽ業]

資産資産 １,２５０

３．２％ＲＯＡＲＯＡ

　　諸経費（外部） 　 　 ７０

　　　営業利益　 　 　　 　 ４０

売上（外部） 　　　　１１０

　　◎賃貸資産の使用セグメントへの分類



④④優良賃貸資産の取得の検討優良賃貸資産の取得の検討

◎『京王品川ビル』 （２００４年２月 竣工予定）

京王品川ビル

　完成予想図

京王品川ビル京王品川ビル

　完成予想図　完成予想図



⑤さらなる財務体質の強化⑤さらなる財務体質の強化

◎ＥＢＩＴＤＡ倍率の向上

有利子負債有利子負債

償却前営業利益償却前営業利益

（ＥＢＩＴＤＡ）（ＥＢＩＴＤＡ）

有利子負債／ＥＢＩＴＤＡ　
　

２００５年度

(目標）

３．２倍

２,２００億円

６８０億円

２００２年度

(実績）

３．５倍

２,１９８億円

６３３億円

今後３ヵ年で１,４６０億円の投資を行いながら ＥＢＩＴＤＡ倍率を向上



２．グループ総合力の発揮２．グループ総合力の発揮

　①グループカード戦略の展開
　　　
　　
　②鉄道を持つ強みを活かした事業展開の検討

　③沿線ブロードバンド環境の整備とＩＴ活用による事業領域の拡大

　①グループカード戦略の展開
　　　
　　
　②鉄道を持つ強みを活かした事業展開の検討

　③沿線ブロードバンド環境の整備とＩＴ活用による事業領域の拡大



①グループカード戦略の展開①グループカード戦略の展開

　　　・グループ全体の顧客拡大
　　　・グループシナジーの発揮
　　　・グループ顧客情報の活用
　　　・ＩＣカードへの対応

◎ 会員１００万人体制を目指します！



②鉄道を持つ強みを活かした事業展開の検討②鉄道を持つ強みを活かした事業展開の検討

◎ 駅の将来構想の策定
　・現状の駅の延長線上ではなく、 ゼロベースで駅ビジネスを創出する

　・キーワードは「時間価値の提供（タイムリーかつクイックなサービス）」

駅＝さまざまな目的を果たす場所

「顧客」、「立ち寄り」

駅＝電車に乗るための場所

「旅客」、「通過」

安全性 公共性

安全性 公共性
（付加価値）

利便性

時間的価値
の提供

従
来
の
考
え
方

今
後
の
考
え
方



③沿線ブロードバンド環境の整備とＩＴ活用による事業領域の拡大③沿線ブロードバンド環境の整備とＩＴ活用による事業領域の拡大

◎ 光ケーブルの敷設

○ 駅の「情報コンセント」の設置

○ 沿線内での光ファイバーケーブルの敷設、増強
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３．グループ経営体制の整備３．グループ経営体制の整備

　　　　　①グループ本社機能の確立
　　
　 ②グループＩＴの構築

　　　　　③グループにおけるＳＳＣの推進

　　　　　

　　　　　①グループ本社機能の確立
　　
　 ②グループＩＴの構築

　　　　　③グループにおけるＳＳＣの推進

　　　　　



①グループ本社機能の確立①グループ本社機能の確立

　　　◎各組織機能のミッションの明確化

事業機能事業機能

　・鉄道事業、開発事業
　・百貨店、ストア
　・観光、京王プラザ
　・電鉄バス　など

・顧客価値の最大化を
通じた事業価値の最大化
・上記を目的とした商品、
ｻｰﾋﾞｽ開発、ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

グループ本社機能グループ本社機能

　　 ・グループ本社
　　　 　（電鉄本社）

・グループ価値の最大化
・グループ会社監査
・グループ会社支援

　・京王アカウンティング
　・京王ビジネスサポート
　・京王情報システム

・グループ共通機能の
　強化、効率化

ＳＳＣＳＳＣ

対
象

ミ
ッ
シ
ョ
ン



①グループ本社機能の確立＜続き＞①グループ本社機能の確立＜続き＞

　◎セグメント別支援体制の強化

流通戦略プロジェクトチームの編成

商圏調査、物件選定等の重点取り組み体制を整備



②グループＩＴの構築②グループＩＴの構築

　　　◎全社統合システム導入の検討

　◎グループ通信網の整備・運用



③グループにおけるＳＳＣの推進③グループにおけるＳＳＣの推進

受託会社数受託会社数

１５社

７社

３１社

設立設立

2000年６月

2001年６月

2002年６月

会社名会社名

京王ｱｶｳﾝﾃｨﾝｸﾞ

京王ﾋﾞｼﾞﾈｽｻﾎﾟｰﾄ

京王情報ｼｽﾃﾑ

経理・財務

人事・厚生

情報ｼｽﾃﾑ

内容内容

（受託会社数は２００２年度末現在）

グループ全社受託を目指す




